リ 切った ものである という ことが 新聞で 報ぜられた。 

それでも われわれ はま だかの 有名な バ ラバ ラ 事件の 解 

決 以上の 興味 を剌激 される こと もなくて 実に のんきに 

ぼんやりして いたので ある。 

o 氏の 主催で 工業 クラブに 開かれた 茶の 会で 探険 隊 

員に 紹介され てはじめて 自分の ぼんやりした 頭の 頂上 

くぎ 

へ ソビ ェ ト 国の 科学的 活動に 関する 第 一 印象の 釘 を 打 

ち 込まれた わけで ある。 

隊長 シュ ミット 氏 は 一 行中で 最も 偉大なる 体 軀の持 

こくぜん へきがん 

ち 主であって、 こういう 黒髪 黒髯の 人に は 珍しい 碧眼 

に 深海の 色 をた たえて いた。 学術 部長の ウイ ー ゼ 博士 



者 やみん なまじめ で 上品で 気持ちの いい 人た ちで あつ 

た。 日本の マルキシスト などと はだい ぶちが つた 感じ 

のす る 人た ちであった。 映画監督の シュネ イデ ロフ氏 

はだれ も 格好な 話し相手がなくて、 すみの ほうの 椅子 

に 押し黙って 所在な さそう に 見えた。 日本の 学者た ち 

の、 この 人に はお そらく はなはだ 珍しかった であろう 

,-5: つぼ ラ 

と 思われる 風貌 を 彼 一 流の シネマの 目で 観察して いた 

ことであろう。 

ばんさん 

その 翌日 また 別の 席で これらの 人た ちと 晚餐を 共に 

して シュ ミット、 ウイ— ゼ 両氏の 簡単な 講演 を 聞く 機 

会 を 得た。 



北極 をめ ぐる 諸 科学 国が 互いに 協力して 同時 的に 気 

象 学 的なら びに 一 般 地球物理学 的 観測 を 行なう いわ ゆ 

る インタ —ナショナル • ポ— ラ— • ィぉ -— に 際会して 

ソビ ェ ト 政府 は 都合 八 組の 観測 隊を 北氷洋に 派遣した。 

その 中の 数隊は 極北の 島々 に それぞれの 観測所 を 設け 

て 地磁気 や 気象の 観測 をした リ、 あるいは 火薬の 爆発 

によ つ て 人工地震 波 を 作り それ を 地震計で 観測した 結 

果 から 氷 盤の 厚さ を 測定したり、 あるいは また 近 ごろ 

学界の 問題に な つてい る 宇宙線 に 連関して 空気の 電 

離 状態 を 研究した りする ことにな つてい る。 また チェ 

みさき 

リュ スキン 岬と レナ 河口と にも 観測所 を 設け、 後者 



の 一部 は 永久 的の ものにする。 一方で はレ ニン グラ— 

ド から ラン ゲル 島へ かけべ— リング 海 近くまで も 飛行 

機 を 飛ばし 空中写真 測量 で 北 シベリアい つたいの 地図 

を 作る 事に なって いる。 なお そのほかに 探険 船 シビリ 

ぎそう 

アコ フ号を 艤装して 途中で いろいろの 観測 研究 をす る 

と 同時にた だ ひと 夏に 北氷洋 を 乗り切る という 最初の 

レコ— ドを 作ろうと いう 計画 を 立て、 それが 立派に 成 

功した ので ある。 この 船の 航海 中に 遭遇した いろいろ 

な 困難の ェ ピソ— ドに ついては すでに 新聞 雑誌に かな 

り 詳しく 紹介され たから ここに 繰り返す まで もない。 

ぎ ± 1 つ こ ■ つ 

しかし この 成功が 決して 15 然の 僥厗 による もので は 



ろうと 思われる。 まさに この 意味に おいても 日本が 今 

「非常時」 に 際会して いる こと を 政府 も 国民 も 考えて 

もらいたい ものである。 

北氷洋の 氷の 割れる 音 は 近づく 運命の 秋 を 警告す る 

き リ 

桐の 一 葉の 軒 を 打つ 音の ように も 思われる ので ある。 

(昭和 八 年 一 月、 鉄塔) 
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